
                                                             

平成 25年 2月 15日  豊能町立吉川中学校   

 
学校教育目標及び平成２４年度重点目標と具体策 

１ 

 

学校教育目標 

「確かな学力と豊かな

心を育て、自立した

生徒を育成する。」 

 

平成２４年度  重 点 目 標 

①良い習慣（あいさつ･ルールを守る・自学自習・読書・清掃）を身に

付ける。 

②新教育課程完全実施を円滑・確実に実施する。 

③学力向上プランを進化させ、実施する。 

④学校評価での意見･指摘･提言を具体化し、改善を実行する。 

⑤安全点検等を実施し、事故を防ぐ安全な学校作りを進める。 

学校自己評評価 

1月末までの進捗状況を 3段階で評価しました。 

＜達成評価の規準＞ 

Ａ＝ほぼ達成。  １００～９０％ 

Ｂ＝概ね達成。   ８９～６０％ 

Ｃ＝未達成     ６０％未満 

２ 平成２４年度 個別目標 平成２４年度  具 体 策 １月末までの進捗状況 評価 

１．新教育課程完全実施に伴い新

しい教育内容と学力向上策を

実施し、豊かな心を育む教育

を目指す。 

①教育課程完全実施の初年度、授

業時数の確保や道徳教育、伝

統・文化の尊重等の取り組みを

行う。 

②学力向上主担者を配置し、学力

向上プラン(2年次）を進化させ、

着実に実施する。 

③全国学力学習状況調査の結果

と課題を踏まえ、授業改善・学

力向上を図る。改善してきてい

る運動能力・体力のさらなる向

上を図る。 

④自学自習力の育成を図る。 

⑤支援を要する生徒の視点に立っ

た学習改善を行う。 

⑥読書活動の一層の充実を図る。 

⑦礼儀正しく、気持ちの良い元気

なあいさつができる学校にす

る。 

⑧清掃活動の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①新教育課程完全実施を円滑、確実に実施する。 

○教育課程完全実施の初年度、授業時数の確保を確実に行う。 

・長期休業の短縮＝春休み 1日、夏休み終わり 4日（豊能町教委規則改正） 

・始業式・終業式は、式と 3～4時間の授業を行う。 

・3年は、授業確保のため必要な場合は長期休業日等にも授業を行う。 

 ○本年度の本校道徳教育重点目標を決定する。また、道徳年間指導計画（各学

年）を新指導要領に則り、年間指導計画表に教科等の関連付けを明確にし、

実施する。今年度も 11月初旬の授業参観週間に公開授業を実施する。 

 ○教育基本法・新指導要領に示された「伝統と文化の尊重」を取り上げ我が国

と郷土を愛する取り組みを進めていく。教科書で取り上げている内容等を確

実に指導していく。今後の取り組み（授業・行事等）を検討していく。 

 ○食育の全体計画を作成し、教科等との関連を踏まえ実施する。 

 ○「作品展と授業参観週間」11月 6～9日に今年度初めて実施する。 

②学力向上主担者を配置し、学力向上プランを進化させ、着実に実施する。 

 ○学力向上主担者、担当者の配置を行い、学力向上プランを策定する。（5月） 

 ・取り組み内容（昨年比 2 項目を増やす）・役割分担の明確化をし、その進捗

を検証する。（3月） 

○わかりやすい授業づくりと学力向上と関連づけた研修を実施する。 

・外部講師を招聘し、研修を行う。国語＝10月～11月間に 3回招聘する。 

・授業研究予定＝教科年間 5回以上実施。国語・加配教科及び道徳等  

・今年度も全教科を横断するテーマ設定を行い実施する。  

 ○習熟度別授業（数学・英語）を実施する。授業時間の 30％以上を実施する。 

年間指導計画を作成・検証を行う。研究授業時等に授業評価（教職員による）

やＳＴ法を取り入れ、授業内容・指導等の検証を行う。 

○教科・教科補充時間等を活用し、府教委提供ワークブック・単元テスト等を 

活用し学力向上に資する。 

○生徒による授業評価を全教科実施 7～11月する。（全教科集計は公表する。） 

○府・全国の作品展やコンクール等に積極的に応募していく。 

③全国学力学習状況調査の課題を踏まえ、授業改善・学力向上・体力向上を図る。 

○全国学力学習状況調査を円滑に実施・分析する。（4月 17日 第 3学年実施） 

  ○全国体力･運動能力調査を実施し、個人データ－の返却と学校全体のデータ

分析を行い、体力の向上や授業改善に役立てる。 

④自学自習力の育成を図る。 

○「放課後まなび舎」事業を今年度も継続実施する。年間 40回以上実施する。 

○定期テスト前の学習計画表を配布し自学自習のための個別計画を支援する。 

○習熟度別プリントの具体的な活用を行う。長期休業中等の補習を実施する。 

⑤支援を要する生徒の視点に立った学習改善を行う。 

○授業支援、教材の開発、通知表の改定を行う。 

○自立支援活動を行いながら、支援学級担任･通級指導担当・通常学級担任だ

けではなく、教科担任とも連携して有効な指導･支援を行う。 

○外部機関や外部専門家との連携や指導助言を活用する。  

⑥読書活動の一層の充実を図る。 

○朝の読書のやり方を教室に掲示する。落ち着いた環境で朝読を行う。 

 ○未貸出者０や一人月 1冊貸出目標となるよう指導する。 

 ○「おすすめの一冊」を継続し、教員生徒保護者の協力を依頼してすすめる。 

○全員参加による読書感想文の実施と校内表彰（12月頃）を実施する。 

⑦ 礼儀正しく、気持ちの良い元気なあいさつができる学校にする。 

 ○生徒会で朝のあいさつ運動を実施する。今年の目標は昨年度に引き続き 

①教育課程の実施状況＝ 

・当初計画通り実施。授業時数の確保

を最大限に努力しているが、公立の入

試制度変更により 3年は影響を受け

る。現時点では休業中授業は無し 

・道徳＝教科の関連性をあげ指導計画

作成。道徳副読本の本格的活用。11

月 8日全クラス公開授業＝3年連続 

・「伝統文化」は、教科書に掲載され

ている内容を着実に各教科で指導。今

後については、次年度以降へ引き継ぐ 

・今年度策定済、現在指導中。 

・展示作品の総数 約 2400点。 

②学力向上プラン＝担当者決定、役割

分担、内容の明示を行った。ICT の

授業と道徳の充実を入れる。中間進捗

検証済。町教委へ報告書提出 3月 

・11月 19日2年国語全体研修会開催。

外部講師元教科調査官。事前研 2回

実施。8/31 数学１/24月理科 ICT の

授業・テーマと教師個人の取組検証。 

・今年も、数学、英語で習熟度別を実

施。年度末に 30％以上する。 

・ワークブック、単元テスト等の活用

は十分にできていない。 

・授業評価は、府教委の授業アンケー

トに切り替え 10月下旬に実施済。 

・夏休みの課題等で応募した。 

③全国学力調査＝全般的によい結果。

ただ、２極化傾向有。9月に分析結果

報告済。体力テスト結果＝６割の種目

で全国比を上回る。 

④まなび舎＝49回実施。のべ 415 名

参加(昨年＝308名)、指導者 210名(内

教員 105名⇒大幅増加)。毎回のテス

トの時に学習計画表の作成指導。 

⑤支援教育＝通知表の改定、今年度よ

り実施。・教科担任と相談し、個に応

じたメニューを作成、指導。 

・専門機関に教科担当、支援担任も一

緒に行って授業内容を検討。 

⑥読書活動＝町事業の「家読」に取り

組んだ。その結果、未貸し出し者はほ

ぼ０。１月末現在貸出、5569冊。一

人当たり 13.8冊＝昨年と同じ。12 月

に校内表彰実施。 

⑦生徒指導（生徒会・環境美化） 

・前期・後期生徒会、あいさつ運動を

①A 

・ａ 

 

 

 

・ａ 

 

 

・ｂ 

 

 

・ａ 

・ａ 

②Ｂ 

・ａ 

 

 

・ａ 

 

 

 

・ｂ 

 

・ｃ 

 

・ａ 

 

・ｂ 

③Ａ 

・ａ 

・ａ 

 

④Ｂ 

・ａ 

・ｂ 

・ｂ 

⑤Ｂ 

・ｂ 

・ｂ 

 

・ｂ 

⑥A 

・ａ 

・ａ 

・ａ 

・ａ 

⑦Ｂ 

・ｂ 



「来校者・地域の人たちにも元気なあいさつをしよう。」とする。 

 ○毎日全員で清掃を行い、きれいな教室・廊下・トイレ・校舎にする。黙動 

清掃（黙って清掃する）を月 1回（第 3木曜日）実施する。 

毎日実施。名札着用呼びかけ。 

・黙動清掃週間を実施。美化委員 

先頭に立って呼び掛ける指導。 

 

・ｂ 

２．生徒一人一人の課題に向き合

い、一人一人を大切にする学

校づくりをすすめる。   

①命の尊厳と人間尊重の教育を推

進する 

②支援教育の一層の充実を図る。 

③規律ある学校づくりに努め、学

校全体でいじめをなくす取り組

みをすすめる 

④学校ルールを守る・安全な学校

づくりを進める。 

⑤多くの人々との出会いや体験を

通じて生徒の社会性の涵養に努

める 

   

 

  

 

①命の尊厳と人間尊重の教育を推進する。 

○生徒の状況を把握するため、4、9、3月生徒対象のミニ懇談会を実施する。 

○生徒相談員を配置し、昼休み等を利用して生徒の相談活動を行う。 

○ソーシャルワーカーＳＳＷを配置し、不登校や問題行動などの相談を行う。 

②支援教育の一層の充実を図る。 

○保護者の協力のもと、個別支援計画表に基づいた支援を着実に進める。 

○支援会議や学年会議を通じて、協同の支援体制・支援方法を研究する。 

○小中合同研修会の開催や生徒理解のための研修や小学校訪問を実施する。 

○支援教育に関する校内研修を 8月下旬実施する。 

○通級指導（東能勢中と兼務）3年目。生徒の状況を把握し、担任・教科担当 

と連携して取り組む。町教委・両中学校間の連絡会を開催する。 

③規律ある学校づくりに努め、学校全体でいじめをなくす取り組みをすすめる。 

○規律ある学校づくりのために、教師間での緊密な連携のもと、指導に当たる。 

○学校生活・いじめアンケートを各学期に１回（7、12、3月）実施をする。  

学校全体のアンケート結果について学校だより等を使って知らせる。 

④学校ルールを守る・安全な学校づくりをすすめる。 

○学校ルールについて、指導の統一と指導の徹底を図る。 

○防犯教室の開催。全校生徒を対象にして、ネット犯罪・携帯電話等に関す

る 

防犯教室を関係機関から講師を招いて開催（7月）する。 

○避難訓練年 2回（地震 5月・不審者対 12月）実施する。また、校舎・教室

等の安全点検等を行い、授業・クラブでの事故防止に努める。 

⑤多くの人々との出会いや体験を通じて生徒の社会性の育成を図る。 

○職場体験学習     2年生 10 月下旬 3日間 実施。一人一職場 

 ○校外学習       1年生＝5 月、2年生＝5月 実施。 

 ○福祉体験学習     1年生 3 学期実施。 

○ふれあいのつどい   9月 8日（土）に学校、地域・各福祉団体と共催 

①生徒指導 

・4月実施。9月分は 11月実施。 

・11月より、再配置し相談実施。 

・ＳＳＷ週１回相談や家庭訪問実施。 

②支援教育 

・懇談時等に支援計画を伝える。 

・支援ファイル共有など工夫。 

・1ヶ月 1回合同研修開催。さらに小

学校訪問を着実に実施。・講師調整が

出来ず、未実施。・教科担当等個別に

指導法を考え実施。 

③生徒指導 

・学年生徒指導連絡会を毎週開催 

・学校生活（いじめ等）アンケート 7

月実施済。12月分と比較し、公表。 

④学校のルール＝ 

４月初め、12 月教職員間で指導内容

確認、改善点を協議。防犯教室＝７/12

豊能署講師を招き携帯ネット犯罪を

学ぶ 

・避難訓練 5/1 のみとなった。月 1

回安全点検.全体点検 7・12月実施 

⑤・2年職場体験＝142事業所。 

1年職場訪問 11/15＝62事業所。 

・3年 11月保育体験 11/20・26。 

・ふれあいのつどい＝約 2千名。 

小中ボランティア＝53名参加。 

①Ｂ 

・ｂ 

・ｂ 

・ｂ 

②Ｂ 

・ｂ 

・ｂ 

・ａ 

・ｃ 

・ａ 

 

③Ｂ 

・ｂ 

・ｃ 

 

④Ｂ 

・ｂ 

・ｂ 

 

 

・ｃ 

 

⑤Ａ 

・ａ 

・ａ 

・ａ 

・ａ 

３．学校改善を常態化し、中期的

展望を考え実行する学校づくり

を目指す 

①学校評価での意見･指摘・提言を

具体化し、改善を実行する。 

②中期的展望に基づき本校教育課

程全般・学校組織体制の見直し

を行う。 

③拡大運営委員会を開催する。 

④西地区小中一貫教育推進委員会

を開催し、9 カ年を通した教育

を実践していく。 

①学校評価での意見･指摘･提言を具体化し、改善を実行する。 

○具体策を示し改善を実行する。学校だよりで改善策を知らせる。 

②小規模化する学校（学年 3クラス体制）を踏まえて、中期的展望に基づく本校 

教育課程全般・学校行事・学校組織等の見直しを行う。 

 ○体育大会（クラス別対抗から色別対抗へ）、合唱発表会（全学年 1日実施）、 

入学式・卒業式（全学年参加）などの具体策につき担当者を決め検討開始す

る。 

 ○生徒・教員の減少とクラブ活動体制について定期的に生徒への周知を行う。 

運営委員会にて校務分掌体制について検討を行う。 

③拡大運営委員会を開催する。 

○定期的に開催し、教育課程全般・学校運営・年度の反省等の円滑化を図る。 

④西地区小中一貫教育推進会議＝西地区各小中学校が協力し、研究と実践を行

う。ＰＴＡとの協力も図っていく。 

①学校評価 

・6項目中 4項目は改善を図る。 

②中期展望（学年 3クラス体制） 

・体育大会、合唱発表会・入卒学式の

素案を 12月作成・検討済み。 

・昨年度末、４月当初に部員減少クラ

ブに廃部条件等につき説明。平成

26年度以降の生徒教員急減の推移

を踏まえて、現在 検討中。 

③学期ごとに開催し、各部の進捗状

況、課題を明確にできた。 

④西地区小中一貫会議＝2ヶ月に1回

程度会合をもち、学習規律、自学自習

等について協議。ＴＶ・ゲームについ

て PTAとも協力していくことになっ

た。 
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４．地域に開かれ、信頼される学

校づくりをする。 

①ＰＴＡ活動を通じて、家庭の教

育力を高めるとともに、積極的

に地域との協力関係に努める。 

②保護者の願いを受止め、家庭と

連携して信頼関係を深める。 

③学校における地域人材の積極的

な活用を図る。 

④学校情報の発信を定期的に行

う。 

③学校における地域人材の積極的な活用を図る。 

○学校支援地域本部事業を継続実施する。 

 ・地域コーディネーターを配置して、学校支援の体制を継続する 

   ○学校が依頼・希望する事項について、クラブ外部コーチをはじめとするボラ

ンティアの発掘と活用をさらに行う。 

   ○学習支援ボランティア（大学生等）の積極的な活用を行う。特に放課まなび

舎事業に参加を要請する。 

   ○授業参観は 4月 21日、6月 1日、11 月初旬（11月 6日～9日）は連続 4日。

計 6日間授業参観とし、保護者・地域に開かれた学校づくりを進めていく。 

④学校情報を発信する。 

    ○ＨＰによる学校情報（学校だより、進路通信、行事日程・雑記＝行事 

等を中心について写真掲載など）の発信をさらに積極的に行う。生徒会コ

ーナーの充実を図る。 

③地域の人材活用 

・コーディネーター週 2回程度。 

ふれあい事務局、学び舎、環境等 

・外部コーチのべ 496名、環境ボラ

ンティア 66名、民生委員等中庭整備

等協力 51名、本の読み聞かせ等 27

名。計 640名 (昨年 492名) 

・放課後まなび舎は前記記載済み 

・授業参観週間初めて実施。保護者の

べ 157名参観。 

④学校情報・月 1回＝学校だより、

保健だより、図書館だより、進路通信

33号 HP の更新週 2～3回程度。生徒

会コーナーも設置。タイトル表示。 
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